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１．協議会が目指す方向性 
（１）連携計画の概要 

■長久手市の公共交通の将来像 

●市内交通の移動軸としてリニモと路線バスを活かし、Ｎ－バスでリニモと路線バスを面的

にカバーして移動利便性を高め、それらが一体となった使いやすいネットワークをつくる。

●利便性の高い公共交通サービスを、住民・交通事業者・行政が協働で支える。 
 
■地域公共交通総合連携計画の基本方針 

①人々の生活を支える交通移動を提供し続ける 
②それぞれの公共交通手段の役割を明確にし、互いに連携した利便性の高い公共交通ネット

ワークをつくる 
③みんなで意識して、環境にやさしい公共交通利用を進める 
④まちづくりと連携した公共交通体系をつくる 
⑤ＰＤＣＡサイクルで継続的に改善し、みんなで公共交通を支える 

 

■地域公共交通総合連携計画の目標 
目 標 指標 目標値 現 状（平成 20年度） 

「みんなで公共交通を支える 
まち」の実現 

公共交通

利用者数

現状の 
10％UP 

リ ニ モ：約 16,500人/日平均
名鉄バス：約  2,240人/日平均
Ｎ－バス：約    450人/日平均

「人にやさしい公共交通の 
まち」の実現 

公共交通

の推進度
25％未満 「進んでいない」と回答した人

の割合 27.1％ 
「環境にやさしい公共交通の 

まち」の実現 
公共交通

転換者 
調査段階 
ごとでの増加

－ 

 
■計画期間 

●平成 21年度下期～平成 25年度 
 
（２）計画事業 

種別 主要施策と計画事業 
実施主体 実施時期 
市 事 県 21 22 23 24 25 

バス路線 
再編 

1）Ｎ－バスの新設路線の実証運行 ●       
2）Ｎ－バスの車両増備による運行本数
増加の実証運行 ●        

3）路線バスの再編  ●      

利用 
促進 
方策 

4）公共交通の運賃体系見直しや乗継割引・
ＩＣカードの導入 ● ●       

5）公共交通マップの作成 ●        

6）周知・広報活動の強化 ● ●      

調査 7）公共交通利用実態調査 ● ●       
 事業主体－市：長久手市、事：バス事業者または交通事業者、県：愛知県 

●平成 24年度 長久手市地域公共交通確保維持改善事業の事業評価案について 
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２．地域公共交通に関する具体的取り組み及びそのプロセス 

２－１．平成２３年度までの取り組み 

（１）実施事業 

平成 23年度は、４つの事業の取り組みを行った。 
① Ｎ－バスの実証運行及びＮ－バスの車両増備による運行本数増加の実証運行 

・平成 22年度にバス車両１台の増車を考慮した見直しの検討を行い、平成 23年 4月 1日か
ら見直し路線にて運行を開始した。 

② 公共交通マップの作成 

・従来のタウンガイドマップに公共交通情報を盛り込む形で作成し、平成 24 年 1 月 4 日か
らの市制施行に合わせて発行した。 

③ 周知・広報活動の強化 

・バスマップ・ポケット時刻表やグッズの配布、市ホームページの更新、広報紙へのＮ－バ

ス見直しの特集記事掲載、市役所の情報コーナーへの路線バスや隣接市のバス時刻表設置、

藤が丘駅やリニモ駅へのＮ－バスのバス停案内掲示、市役所バス停での時計設置、Ｎ－バ

ス車内での交通安全ポスター等コンクール受賞作品掲示など、幅広く周知活動を行った。 

④ 公共交通利用実態調査 

・Ｎ－バスの利用実態調査と住民アンケート調査を行い、取組み効果などの把握を行った。 

 

（２）協議会の開催 

・平成 20年 11月 25日に「長久手町地域公共交通会議」を設置（平成 21年 5月 28日に法定
協議会の要素の追加）して、平成 23年度は４回の協議会を開催し、実施事業に関する協議を
行い、合意形成を図りながら進めた。 

 
会議開催日 協議内容 

＜第１６回会議＞ 
平成 23年 6月 27日(月) 

・平成 22年度長久手町地域公共交通会議決算案について 
・公共交通利用実態調査について 
・町内公共交通の平成 22年度、23年度４・５月の実績について 
・地域公共交通確保維持改善事業（生活交通ネットワーク計画）について 

＜第１７回会議＞ 
平成 23年 9月 16日(金) 

・公共交通利用実態調査について 
・公共交通マップについて 
・町内公共交通の６月からの実績について 

＜第１８回会議＞ 
平成 23年 12月 21日(水)

・地域公共交通活性化・再生総合事業計画変更に係る補正予算案について 
・公共交通マップ（シティガイドマップ）について 
・公共交通利用実態調査結果について 
・市制施行に伴う長久手町地域公共交通会議設置要綱等の改正について 
・町内公共交通の９月からの実績について 
・広報活動について 

＜第１９回会議＞ 
平成 24年 1月 30日(月) 

・平成 23年度地域公共交通総合連携計画評価案について 
・平成 24年度事業計画案、予算案について 
・公共交通利用実態調査結果報告書案について 
・市内公共交通の 12月からの実績について 
・地域公共交通活性化・再生総合事業計画変更分の状況について 
・広報活動について 
・生活交通ネットワーク計画について 
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＜Ｎ－バス昼間帯路線：平成 23年 3月 31日まで＞ 

＜Ｎ－バス昼間帯路線：見直し後＞ 

・西部線を愛知医大経由に変更 

・南部線の双方向運行化

・東部線を役場発着に変更

・始発便のみ芸大通駅行きを確保

・三ヶ峯線の一部経由地変更
・バス停新設 

・バス停新設 

ルート見直し 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運行本数の増減 

ルート 
運行本数（本／日） 

現在 見直し案 増減 
中央循環線（右回り）  ６ １１ ＋ ５ 
中央循環線（左回り）  ６ １２ ＋ ６ 
福祉の家線 １６ １６ ± ０ 
西部線  ６  ７ ＋ １ 
南部線（右・左回り） １０ １５ ＋ ５ 
藤が丘線  ５  ７ ＋ ２ 
東部線  ４  ６ ＋ ２ 
三ヶ峯線  ６  ７ ＋ １ 
合 計 ５９ ８１ ＋２２ 

※平成 22年 4月 1日から運行していた朝夕便は、昼間便に集約。 
 

運行ダイヤ見直し 

＜平成 23年 3月 31日まで＞ 

＜見直し後＞ 
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公共交通マップ 
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（２）平成２３年度事業の取り組みの効果と課題 

① 効果 

・平成 23年度の利用者数は 195,032人で、前年度の 167,404人に対し、約 17％の増加とな
った。 
・平成 23 年 4 月 1 日の見直し後の新規利用者の利用理由として、利便性向上に関する理由
のほかに、「Ｎ－バスの情報を知り便利なことが分かった」理由が高かった。 
・情報発信媒体として、広報紙が有力であることが明らかになった。 

 
新規にＮ－バスを利用するようになった理由（平成 23年度利用者アンケート）※不明除く 
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② 評価 

・連携計画の中間評価では、公共交通の利用者数について名鉄バスは未達成となり、公共交

通の推進度は、公共交通による移動を便利にするための施策について『進んでいない』と

回答する割合を 25％未満とする目標に対し、達成できなかった。 
 

指 標 
目 標 

現 状 
(平成 20年度基準) 

平成 23年度 評 価 

【指 標】 
公共交通 
利用者数 

【目標値】 
現状の 10％UP 

リ ニ モ 
約 16,500人/日平均 

約 18,500人/日平均 

（12.1％アップ） 達 成 

名鉄バス 
2,240人/日平均 

2,111人/日※２ 

（5.8％ダウン） 未達成 

Ｎ－バス 
約 450人/日平均 

約 530人/日平均 

（17.8％アップ） 達 成 

合計：参考値 
約 19,190人/日平均 

約 21,241人/日平均 

（10.7％アップ） 
（達 成） 
※参考評価 

【指 標】 
公共交通の 
推進度 

【目標値】 

25％未満 

「進んでいない」と 
回答した人の割合 

28.1％※１ 
29.5％ 未達成 

【指 標】 

公共交通 
転換者 
【目標値】 

調査段階ごと

での増加 

－ 

【公共交通の利用機会】

増えた：13.9％ 
減った：14.4％ 今回の結果を基準とし 

連携計画の計画期間の 

平成 25年度までに 

評価を実施 

※サービス水準を理由と

する変化に限定の場合

増えた：8.6％ 
減った：8.1％ 

※１：今回のアンケート調査との選択肢の統一を図るために、出典元の長久手町住民意識調査

（平成 19年 3月）の値から、無回答を除いた場合の比率 
※２：名鉄バスは、交通事業者の実態調査の値 
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③ 課題 

・公共交通の推進度に対する評価は、公共交通の利用頻度が低い 65歳未満の年齢層ほど評価
が低いことが分かった。 

 
公共交通の推進度の回答割合（平成 23年度住民アンケート） 
※「分からない」、不明の回答除く。「全年齢計」の集計では年齢不明含む 

公共交通の 
利用頻度※が 
低い回答者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※公共交通の利用頻度について 
  ・低い場合：月１～２日、または年数回の利用の回答者を抽出 
 
・公共交通を利用しない理由として、周知・広報活動の強化を行ってきた中でも、Ｎ－バス

と名鉄バスでは「バスがどのように走っているか知らない」が上位に位置していた。 
・リニモでは「最寄り駅までの遠さ」「運賃の高さ」「共通で使えるカードの導入（マナカ）」

の路線形態や経営上から改善が厳しい項目が上位に位置していた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ－バス（左図）及び名鉄バス（右図）を利用しない理由 
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（３）今後（平成 24年度）の方向性 
・昨年度からは、周知・広報活動の強化に努めてきたが、調査の結果では改善の余地がある

ことが把握できた。 
・Ｎ－バスや名鉄バスでは、軽微なものも含めて連携計画の計画期間中に２回の再編（見直

し）を実施してきたところであるので、平成 24年度は現在の路線形態で運行し利用者の定
着を図りながら、利用促進策の強化に努めていくこととした。 

 
 
２－２．平成２４年度の取り組み 

（１）実施事業 

平成 24年度は、２つの事業の取り組みを行った。 
① 周知・広報活動としての「かわら版」の作成 

・長久手市の公共交通について、市民に周知を行うために、市民、利用者目線の広報資料と

して、かわら版を作成する。 

② 利用促進策の検討 

・今後の長久手市に必要と考えられる短期的な取り組み可能施策について検討を行う。 
 
（２）協議会の開催状況 

・平成 24年度については３回の協議会を開催し、実施事業に関する協議を行い、合意形成を図
りながら進めた。 

 
会議開催日 協議内容 

＜第２０回会議＞ 
平成 24年 6月 21日(木) 

・平成 23年度長久手市地域公共交通会議決算（案）について 
・生活交通ネットワーク計画（案）について 
・周知広報事業について 
・平成 23年度地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会結果報告
について 
・市内公共交通の平成 23年度、24年度 4・5月の実績について 

＜第２１回会議＞ 
平成 24年 10月 19日(金)

・周知広報事業［（仮称）ながくて公共交通かわら版創刊準備号］について

・平成 23年度地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会結果報告
について 
・長久手中央土地区画整理事業地内駅前広場について 
・市内公共交通の 6月からの実績について 

＜第２２回会議＞ 
平成 25年 3月 26日(火) 

・周知広報事業［（仮称）ながくて公共交通かわら版創刊号］について 
・地域公共交通確保維持改善事業の事業評価案 
・平成 25年度事業計画案、予算案 
・市内公共交通の平成 24年度 10月からの実績等について 
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（３）平成２４年度事業の取り組み 

①周知・広報活動としての「かわら版」の作成 

・今年度は２回の発行を行うこととした。 
 

1）創刊準備号 

・第１号は事前周知を図ることを目的として「創刊準備号」と位置付け、11月中旬から下旬
にかけて、回覧で市民への周知を行った。あわせて、Ｎ－バス、名鉄バス車内やリニモ駅、

主要公共施設や大学などに配布し、また市ホームページへの掲載を行い、周知を図った。 
・創刊準備号では、発行の目的のほか、かわら版タイトルや市民協力者の募集を行った。 
 
【市民協力者の募集結果】 

・３名の応募があり、創刊号の作成に協力をいただいた。 

 

【かわら版タイトルの募集結果】 

・27作品の応募があり、公共交通会議委員の投票を得て『    』に決定した。 
 

 

2）創刊号 

・３月の発行を目指して、市民協力者が主体となってテーマの設定、及び取材・執筆活動を

行い、事務局が原稿作成、印刷を支援する形で作成を進めた。 
 
【かわら版作成の将来構想】 

・かわら版の作成は、平成 25年度以降も継続する予定である。 
・当面は事務局が諸費用や作業支援を行いながら継続していき、将来的には事務局は最低限

の関与に留めて、市民サポーターなどの独立組織に作成主体を移行し、協賛金などを得な

がら原稿作成経費や印刷費をまかなって、継続していく体制づくりを目指す。 
 
 
 
 
 
 
 

事務局 

協力者 

協力者 

協力者 

まとめ役
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② 利用促進策の検討 

・今後の長久手市に必要と考えられる短期的な取り組み可能施策について他市町の事例を参

考にして整理した。 
・過年度のアンケート調査から意見を抽出すると以下のようにまとめられ、短期的な取り組

みとして、今年度は主に情報発信に関する施策を行った。 
・バスロケーションシステムについては、次年度での導入を予定する。 
・一方で、関係者と調整の上で取り組みが必要な施策もあり、今後、検討が必要となる。 

 
施 策 内 容 短期の取り組み 

情報発信 

公共交通マップ作成 ・具体的な地図上にバス停があると、
利用しやすくなる。 

・従来のタウンガイドマップ
に公共交通情報を盛り込む
形で作成し発行済み 

バスマップ・時刻表 ・Ｎ－バスの時刻表の見方がよくわか
らない。 

・駅すぱあとコミュニティバ
ス探索サイト「コミたん」
へ登録済み 
・かわら版の作成 
・広報紙にＮ－バス独自の情
報掲載 
・Ｎ－バスの一部バス停にポ
ケット時刻表の設置 
・イベント時におけるＮ－バ
スマップ、グッズの配布 
・リニモ、名鉄バスの運行計
画変更案内のチラシ作成、
及び広報紙への案内掲載 
・リニモウォーキングと連携
してバスの車両展示や写真
撮影会の開催 
・リニモ経営状況等のＰＲの
ため｢市政まなび舎｣の開催

適切な情報提供 ・利用の仕方が分かりづらい。 
・Ｎ－バスの乗継方法が分からない。
・乗継路線や時刻を調べるのが大変面
倒。乗継時間の計算が複雑なので利
用しない。 

積極的ＰＲ ・Ｎ－バス、名鉄バスはもう少し積極
的にＰＲしては。 
・Ｎ－バスの広報をもっとすべき。 
・Ｎ－バスのイベントをして。 
・イベント時にＮーバスの利用時刻を
具体的に知らせる。 

利用 
しやすさ 

隣接市の情報提供 ・他のコミュニティバスの時刻表も分
かるようにすると乗継しやすい。ル
ートも分かるとなおよい。 

・市役所情報コーナーに隣接
市の路線図、時刻表の提供
済み 

隣接市との連携 ・隣接市のコミュニティバスとの接続
をより充実させてほしい。 

・愛知医大、長久手古戦場駅
で乗り入れを実現 
※一層の周知が必要 

バス停以外からの 
利用 

・どこからでも自由に乗れるようにし
て欲しい。 

・福祉有償運行に関する協議
を開催 

運賃割引 
サービス 

商業施設との連携に

よる割引サービスの

展開 

・リニモやＮ－バスの利用によるポイ
ントや割引サービスの付与 
・乗客増につながるポイント制導入な
ど、市の活性化とのリンク 

・公園西駅に立地予定商業施
設事業者と連携を検討中 
※関係者と調整の上での取り
組みが必要 

乗継割引の実施 ・地下鉄、リニモ、Ｎ－バスの乗り継
ぎ割引の検討 

※関係者と調整の上での取り
組みが必要 

設備面の 
充実 

バス停へのベンチ・

上屋などの設置 
・ベンチ、雨や日差しを避ける屋根が
あると良い。 

・長久手古戦場駅に加えて、
杁ヶ池公園駅北・南口へ新
たに設置 

バスロケーション 
システム 

・バスの位置が分かるようにして。 
・到着予定時刻を伝えられるシステム
があると便利。 

・名鉄バスの名古屋営業所管
内での導入計画にあわせて
Ｎ－バスへの導入を検討 

まち 
づくり 

 ・リニモやバス停近くに、商業施設や
学校を誘致 

・長久手古戦場、公園西駅近
辺に商業施設立地予定 
※関係者と調整の上での取り
組みが必要  
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かわら版創刊準備号 
表面 裏面 

Ｎ－バス特集記事（広報紙３月号） 
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広報ながくて平成 24 年 4 月号の名鉄バスの運行変更案内の掲載 

名鉄バスが 3 月 21 日の中日新聞折込で沿線 13,000 世帯に配布した名鉄バス作成のチラシ  
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リニモ早春ウォーキングと名鉄バスと連携した企画案内 

名鉄バスの車両展示や写真撮影会などのＰＲ活動実施状況 
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（４）評価 

① 連携計画の目標達成度 
・公共交通利用者数の目標は、リニモとＮ－バスは前年度から引き続き増加傾向で推移して

達成しており、名鉄バスは未達成となっているものの、利用者数は前年度と比べて増加し

ている。市全体の合計利用者数は、目標を達成している。 
・公共交通の推進度は、前年度に続いて未達成となった。 
・公共交通転換者については、連携計画最終年の平成 25年度に最終評価を行う。 

 
指 標 
目 標 

現 状 
(平成 20年度基準) 

平成 24年度 評 価 

【指 標】 
公共交通 
利用者数 

【目標値】 
現状の 10％UP 

リ ニ モ 
約 16,500人/日平均 

約 19,100人/日平均※２ 

（15.8％アップ） 
達 成 

（前年度比 3.0％アップ）

名鉄バス 
2,240人/日平均 

2,222人/日※３ 

（0.8％ダウン） 
未達成 

（前年度比 5.0％アップ）

Ｎ－バス 
約 450人/日平均 

約 550人/日平均※２ 

（22.2％アップ） 
達 成 

（前年度比 3.2％アップ）

合計：参考値 
約 19,190人/日平均 

約 21,872人/日平均 

（14.0％アップ） 
（達 成） 

（前年度比 3.0％アップ）

【指 標】 
公共交通の 
推進度 

【目標値】 

25％未満 

「進んでいない」と 
回答した人の割合 

28.1％※１ 
33.5%※４ 未達成 

【指 標】 

公共交通 
転換者 
【目標値】 

調査段階ごと

での増加 

【公共交通の利用機会】

増えた：13.9％ 
減った：14.4％ 

（平成 23年度基準） 

－ 
連携計画最終年の 

平成 25年度に 

最終評価を実施 
－ 

※１：アンケート調査との選択肢の統一を図るために、出典元の長久手町住民意識調査（平成

19年 3月）の値から、無回答を除いた場合の比率 
※２：リニモとＮ－バスの平成 24年度の値は、平成 23年度の月変動に基づいて年間換算した

見込み値 
※３：名鉄バスは、交通事業者の実態調査の値 
※４：平成 24年度 長久手市市民意識調査報告書（平成 24年 12月）より、基本施策の推進度

の設問にて『公共交通機関による移動が便利である』の回答のうち、「進んでいない、あ

まり進んでいない」の回答割合 
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② 事業評価 

1）目標の達成状況について 

【評価】 
・昨年度にバスマップ・ポケット時刻表の配布、駅すぱあとコミュニティバス探索サイト「コ

ミたん」へ登録など市ホームページの更新、Ｎ－バス見直しや名鉄バスの新設路線の案内

の広報紙への掲載、市役所の情報コーナーへの路線バスや隣接市のバス時刻表設置などを

行い、リニモ、Ｎ－バスの利用者数については、平成 23年度に引き続き増加傾向で推移し、
「愛・地球博」以降で過去最高を記録している。また、名鉄バスの利用者数は平成 23年度

に比べて増加している。 
 
【課題】 

・名鉄バスの利用者数の目標が、達成できていない。また、公共交通の推進度の目標も、前

年度に続いて未達成の状況にある。 

・連携計画は、平成 25年度が計画期間の最終年度となるため、平成 26年度以降の取り組み
をまとめる必要性が生じている。 

・リニモの長久手古戦場駅と公園西駅周辺で面整備事業が進み、連携計画策定当時より都市

構造が変わりつつある。 
 
【今後の対応】 

・連携計画の見直しに取り組み、Ｎ－バス、リニモ、名鉄バスを一体で考えるとともに、都

市構造の変化も考慮して調査を行う。 
 
2）周知・広報活動について 
【評価】 

・市として初めての取り組みとなる「かわら版」の作成が、３名の市民協力者とともに取り

組み、発行に至った。 

・Ｎ－バスでは広報紙への特集記事の掲載を行い、より一層の周知・広報に努めた。 

・リニモでは平成 25年 3月 16日のダイヤ改正を周知するチラシを作成し、名鉄バスでは藤
が丘～愛知淑徳大学間の運行ルート新設を周知するチラシを作成し、新聞折り込みにより

広く周知を行った。また、昨年度の調査で情報発信ツールとして広報紙の有力性が明らか

になったので、市の広報紙への案内掲載を行った。 

・リニモと名鉄バスで、イベントを連携して取り組み、より一層の周知・広報に努めた。 
 
【課題】 
・今回の１回の取り組みでは、評価できない状況にある。 

 
【今後の対応】 
・継続して取り組むとともに、連携計画の見直しに伴うアンケート調査の中で周知・広報活

動の認知度などを検証する。 
・これまでは、アンケート調査を中心として住民の意見の反映を行ってきたが、市民協力者

による「かわら版」作成の取り組みを通じて、直接住民の声を聞く場を設けることが必要

と考え、市民の意見を取り入れるためのワーキンググループを立ち上げて、市民意見を踏

まえたＮ－バスの見直し方針を整理し、連携計画の見直しに反映する。 
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（４）平成２５年度の取り組み 
① 連携計画の見直し 

本市では、「地域公共交通総合連携計画」を平成 21年 10月に策定した。 
計画期間は、平成 25年度が最終年となる。 
平成 26年度以降は、リニモの長久手古戦場駅と公園西駅付近において土地区画整理事業が

進み、今後交通流動が変わることも見込まれることから、市内の公共交通を一体で考えて、

新たな土地利用に対応した計画の策定を行う。 
・市内公共交通の現状及び課題の把握 
・連携計画の見直し 

 
 
② Ｎ－バス検討ワーキンググループの開催 
計画策定の段階から、市民の意見を取り入れることが的確にニーズへの対応を図る上では

重要と考え、市民の意見を取り入れるためのワーキンググループを開催して、市民意見を踏

まえたＮ－バスの見直し方針を整理し、連携計画の見直しに反映させる。 
・Ｎ－バス検討ワーキンググループ開催 
・Ｎ－バスの見直し方針整理 
 
調査項目①、②については、国の補助事業を活用して行う。 

 
 
③ 利用促進策の実施・検討 

平成 24年度に引き続き、平成 25年度においても「かわら版」の発行を継続するため、市
民協力者の募集や作業支援を行う。あわせて、その他の周知・広報活動についても関係者と

連携して進める。 
また、上記のワーキンググループのメンバー、又は活動グループを別途募集して、住民、

利用者の視点からの利用促進活動について取り組みを行う。 
 
 

調査項目③については、国の補助制度創設の動向を見ながら、補助事業の活用を予定 
 
 
④ バスロケーションシステムの導入 

運行委託事業者である名鉄バスが進める名古屋営業所管内でのバスロケーションシステム

の導入について、Ｎ－バスについても導入を図るための調整を行う。 
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平成２５年度のスケジュール案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１） 市内公共交通の現状把握

（２）
利用実態調査
利用者・市民アンケート

（３） 課題の整理

（３） Ｎ－バスの見直し方針整理

（４） 連携計画の見直し

（５） 利用促進策の実施・検討

（６） バスロケーションシステムの導入

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

平成25年 平成26年

会　　　　　議
（５回予定）

作業項目

ワーキンググループ
（５回予定）

調査準備

調査実施：9～10月

集計・分析


